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1主 題設定の理 由

高校生 の音楽の楽 しみ方 はここ数年で大 きく変わってきて いる。例 えばカ ラオケ、ヘ ッ

ドフォンなど、日常的な音楽の楽 しみ方 は多様 になって きている。 しか し生徒の音楽の楽 しみ

方 を細部にわたって観察 してみると次のよ うな傾向が見 られる。

まず、多 くの生徒が学校音楽 と自分達の音楽を区別 していることであ る。ヘッ ドフォンを楽

しむ ことは音楽を身近 にす る一方で、常 に聞 き続けることによって音楽 をBGM化 して聴 く傾

向を強 めている。また、自分の好 きな曲に対 しては音符を読んだ り、そのメロディーを奏でた

りす ることよりも、耳か ら聞 こえるメロディーを模倣す ることに終始す る傾向 もある。

この ことは読譜力、演奏力等の基礎力が十分でないことが一っの原因 となっている。また、

別の視点か らは音楽に対す る意欲が育成されていないことが原因 とも言え る。

生涯学習 の視点か ら、このような基礎力や意欲の育成 は音楽教育 において不可欠である。

今年度 の5名 の教育研究員の共通の願 いは、生涯にわたって音楽を愛 し、主体的に音楽活動

を続 ける生徒 に育 って欲 しいということである。

しか し生徒 の傾向と して前述のように、基礎力 、主体的に音楽活動を続ける意欲 と能力が不

十分であることがうかがえる。 これまでの音楽学習の中で育成 されるべきこれ らの基礎力が高

校段階で不十分であることが多 い状況 が現実にはある。

その背景の中には基礎力を音高、音程… と分析 し、一っ一っを クローズァップ しなが ら養成

しようとするシステマチックな基礎力の養成の仕方への偏 り、あ るいは音楽科 としての指導 目

標 を持 たずに単に楽 しさのみを重視する ことによる、基礎力育成 の軽視等が指摘で きる。

いずれに して も基礎力におけ る生徒の この様 な状況がある中で、音楽授業 を別の次元の もの

として敬遠す る高校生 の傾向に対 して解決を図 ることが必要であ る。音楽 の授業 の中で広い意

味での音楽を見つめる新たな目を開 き、自 ら音楽を楽 しむ力をっけ、それを支える意欲を培 う

ことを目指す ことが大切なのである。

したが って、本研究 は主体的音楽活動を支える真の基礎力 とは何かを見直 し、 その結果、「音

楽への思い」と 「思 いを向けられる対象の蓄 え」という新 しい基礎力観を打ち立てることとし

た。社会へ羽 ばたいてい く彼 らにとって高等学校 における音楽学習 は、まさに 「音楽への思い」

を深めることの出来 る大切 な場 なのである。

新 しい基礎力観 と、それに伴 う新 しい評価観に対す る考察を通 して、生徒が生涯にわたり音

楽を主体的 に愛 し続けることがで きるような授業 を目指 して本研究主題 を設定 した。
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皿 研 究 の 経 過

今回の研究を進 めるにあたって、「音楽の基礎力」をどう捉えるか、そ して新 しい、 また実

態 に即 した 「評価」 とは何か、の二点にポイ ントを絞 った。以下、論議がどう展開 していった

のか、順を追 って簡潔 に記 してお きたい。

5月 一研究主題 が決定。 リズム感及び読譜力の育成の重要性が共通に出された。 また、従来の

評価方法を見直 し、生徒 の内面を把握す る、総合的な評価 の必要性が挙 げ られた。

6月 一身 に付けさせたい基礎力の共通理解を図 った。生涯 にわたって音楽を愛好するために必

要な基礎力の育成及 び、個人内評価 、情意面 の評価の工夫を重視す ることとした。

7月 一主題に沿った事例(仮 説 を含む)を 出 し、各授業のね らいと展開を具体的に検証 した。

8月 一主題設定理由にっいて共通理解を深めた。「基礎力」にっいては、従来 の要素 的な もの

ではな く、生徒の意欲 にスポ ットを当て、その意欲の在るべ き状態を洞察 し、新 たな基礎力観

を提示 してい くこととなった。「評価」にっいては、授業 の展開の中で予 め評価 ポイ ン トを設

定 し、生徒一人一人の長所を見 いだ し、生徒理解 を重視 した、総合的かっ継続的 な評価 を目指

す ことと した。

9月 一主題 に基づ いて実践を行い、それを記録 し、実践の検証 と今後の課題を考察 した。

10月 一テーマの変更。研究を進 めるに従 い、[意 欲]の とらえ方 が変 わって きたことで、当初

のテーマでは、研究内容が的確 に表されな くなった。[意 欲]と は何 か、を明確 にす るための

論議 を深 めた。

11月以降 一原稿の執筆 と、仮説に基づいた授業の実施 とその検証を行 った。

皿 研 究 の 内 容

1「 意欲」を新 たな音楽的基礎力 としてとらえることの意味

音楽科における 「意欲」の概念 は、本来 「心情」「情操」「創造性」 という音楽科の教科性に

関わる重要な情意領域 として考察 され る必要がある。 しか し 「音楽学習を意欲的に行わせるに

はどうすべ きか」 といった研究事例 に見 られるように、「意欲」 は 「積極性」 と同様 の意義 と

してとらえ られていることが多 い。即 ち、意欲 は楽 しみなが ら知識 や技術を習得 させた り、感

動体験 させたり、また音楽を愛好す る心情 を育ててい こうとするために必要な行為的側面 とし

て とらえ られている。っまり 「意欲」 は音楽科が求める学力習得のためにふ さわ しい行為 と し

て副次的にその育成が図 られて きたもの と考え られ る。

今般、新学習指導要領 、新指導要録によって 「関心 ・意欲 ・態度」 を学力の一っとして認め、
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評価 していこうとす る、「新たな学力観」「評価観」が提示 された。そこで本研究ではこの新学

力観、新評価観 を踏 まえ、「意欲」を音楽科 で求め る重要な一っの 「学力」 と して浮上 させ る

ことを試みた。っま り 「読譜力を意欲的に身に付 けさせ るにはど う した らよいか」 といった

「～をするための 『意欲』で はな く、「意欲」その ものを 「読譜力」や 「発声技術」等の音楽的

諸能力 と同次元で捉え、育成 しようとす るものである。また、その 「意欲」は音楽科で育成す

る多 くの学力の中で も特に 「基礎 ・基本」に相応す る 「音楽的基礎力」、即 ちすべ ての生徒 に

身 に付 けてほ しいものであると考えた。

次に、本研究で育成 したい 「意欲」を 「音楽への思い」として意義 づけた。 さらに、そ うし

た意欲が涌 き上が るためには、音楽 への思いをむけ られるような対象を蓄えさせてい くことが

必要であると考えた。生涯学習への大切 な時期である高等学校で は、生徒が これか ら生涯にわ

たって音楽への思 いを持 ち続 け られ るような対象を少 しで も多 く蓄え させてや りたいとい う願

いを持っか らである。例 えば生徒 にとってまった く新 しい音楽 ジャンルや音楽 の不思議 さにつ

いての学習や、現実の生活に結 びっいた リズムや、生命感溢れ る躍動的な リズムの学習 によっ

て、その知識や体験が、やがては生涯にわたる 「音楽への思 い」の対象 として蓄え られてい く

もの と思われ る。

カラオケへ通 ったり、ヘ ッ ドホ ンを離 さないという音楽の楽 しみ方、また音楽授業への参加

意欲の低下 とい った現状 は、社会や家庭環境、また生徒 自身が抱える悩みや葛藤 なども少なか

らず影響 してお り、教師はそのような生徒の状況を理解す る必要がある。そ して こうした現実

を生 きる高校生 に対 し、生涯 にわた って音楽学習 し、主体的な音楽活動へ向か っていく力の育

成 を目指す ことが大切であ り、その力 と方向 こそが本研究で求 める 「意欲」なのである。

2意 欲の育成における評価 の在 り方 について

まず初めに、本研究で求める 「評価」 とは、授業 の過程において学習指導 と一体化 して行わ

れる形成的評価の機能を満たす ものとす る。さらにここで提案 した 「意欲」の評価 として重視

した点は、「新 しい学力観」に基づ く 「新 しい評価観」の実現 を目指 し、評価 を特 に 「生徒理

解」の側面か らとらえたことであ る。換言すれば、一人の人間 としての生徒 と一人の人間 とし

ての教師とが、人間的な信頼関係を揺 るぎない基盤 とし、その上でより深 く生徒理解に努め、

生徒の隠れ持っ優れた点を一っで も多 く見出だ し、認め、さらに伸ば してい くことを目指す評

価 なのである。

一4一



一般 的に形成的評価 は到達度を基準 として行われ る
。そのために 「～することがで きる」の

記述によ る行動 目標を設定 し、到達か未到達 かが明確 にわかるように、可能な限 り客観性 を求

める方法 も決 して無意味な ものであるとは言い切れない。 しか しここに 「意欲」 として掲示 し

た 「音楽への思い」や 「その思 いを向ける対象の蓄え」 などといった概念 は極 めて抽象的な も

ので、で きたかで きないかといった観点 では到底評価 できるものではない。っまり評価 を 「生

徒理解」の側面か らとらえ直 し、「新 しい評価観」への転換を図 って対応 しなければ評価 で き

ない内容 なのである。 したが って、その習得をどう見取 り、どう認めていくか、っまり評価 の

視点を新たに確立す る必要があった。そ こで次の2っ の新 たな視点を考えた。

1点 目は、評価す る対象を総合的な ものとして捉え る視点である。一人の人間や、一っの活

動の意味を理解 し認めてい くには、一つの視点、一っの目標の到達度のみにとらわれず総合的

な評価の視点 を持 たなければな らないはずである。例えば 「関心 や態度、意欲だけで評価する

ことは一面的ではないか」 という見解 もあるが、 これば評価の観点である 「腸L・・意欲 ・態度」

が、授業における音楽活動の中で総合的に評価 され るべきであることが理解 されていないこと

か ら起 こるものである。また授業 とは意図的な営みであって、目標 も当然意図的に計画 、設定

したものであ るが、その流れの中で意図 していなか った成果(教 師に とって も生徒にとっても)

を得 ることがあり、それ らも評価(生 徒理解)の 対象 として重視 した。なお、新指導要録 での

観点の各々を単独 で扱 った り順位性を持 たせて評価す ることは避 け、授業のね らいや流れに即

して評価の観点を設定 した。

2点 目は評価を日常的な ロングスパ ンで実施 しようとする点である。音楽室での音楽の授業

を離れた ところで、授業 中には見取れなか った生徒の良 さを発見 し、目標の実現 を認 めること

はしば しばあ る。授業 とい う限 られた時間的、空間的な場 の中で即座 に 「意欲」が育成 されて

いくもの とは考えに くい。 したがって授業外 での情報 を も評価の資料 と して積極的に取 り入れ、

常に生徒を暖か く理解 し、評価 とともに 「意欲」を育んでいくことを心掛 けた。

学習指導 と一体化 して進 められいく評価 は、その評価結果に基づ くはげま しや、指導内容 に

よって、授業 に臨む生徒の気持ちに大 きく影響す る。今回の実践 においても、生徒を理解 しよ

うとする行為が行 き過 ぎて逆に指導がおろそかになったり、また従来か らの基礎力に対す る評

価 もバランスよ く織 り混ぜてい く必要性が残 されていることを十分に留意 しなければな らない

点だと考えている。
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[指 導事例1]キ ーボー ドを弾 いてみよう!打 楽器をたたいてみよう! 音楽1

1.題 材設定の理由

最近 の高校生の実態の中には、落ち着いて授業 を受 けることが極めて困難な場合が見られる。

その場合、音楽授業 の内容 と しては、作業的、身体を動かす実技的な学習を行わせることが、

一っの工夫 として有効 となる。楽 しみなが ら音楽 に取 り組む中で
、基礎的な音楽の知識 も身 に

付 けられる実践が これまでの試行錯誤の中か ら見出 されて きたの も事実である。本事例の器楽

合奏 もその一つである。楽 しみなが ら、実技の向上 を目指 し、一方で音楽の喜び も実感で きる

題材 と して、鍵盤楽器 と打楽器を用いた器楽合奏 を構成 した。

鍵盤楽器(キ ーボー ド)は 、昨今デジタル化、シンセサイザーによる音楽の流行 もあってか、

その経験 のない生徒 にとって憧れの対象といえ る。簡単 な技術で もキーボー ドがひける、何か

メロディを奏す ることができることは、この うえない喜 びであ り、満足感 を喚起す るものであ

る。その楽器への興味 を更に、皆で合奏 を作 り上げてゆ く喜びにまで広げていけた ら、と考え

た。実践の中で、キーボー ドの ドレミの配列を理解 したり、楽譜上の音符 を鍵盤上の位置に移

す ことがで きるようになればさらに大 きな成果 となる。 リズム打楽器が、 リズムパ ターンを奏

し(リ ズムを体得す る)、合奏を リー ドしたり引 き締 めたり、うるさくないエ ッセ ンスで ある

ことを理解 させ、打楽器 も生 きた楽器であるという認識を持たせることを目指 した題材である。

2.指 導 目標

(1)楽 器を演奏することへの意欲を持たせ、それを持続 させ る。単 なる遊 び感覚か ら、音

楽づ くりへ と発展 させる。 この体験が、社会人にな ってか らも音楽を楽 しんで いけること

の一っのきっかけとなるようにす る。

② 五線譜上の音符がわか り、それを鍵盤楽器 と照合させて、実際に弾けるようになる。

(3)リ ズム譜 が読め、 リズムパ ター ンを理解す る。 また、それを打楽器でたたく。

(4)合 奏に必要な要素 としてのパ ー ト(メ ロデ ィ、和音、バス、リズム)の 役割を理解する。

⑤ 合奏す る際の注意(出 だ しのタイ ミング、終止感)を 知 り、全体 の中での自分 の役割

を意識す る。

(6)み んなで合奏す ることの喜び、楽 しみを経験す る。
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3.指 導計画

〈第1時 〉

・これか ら何をや るのか、楽器合奏 とは何かの説明。・教材曲を聞 き、イメージを持 たせる。

・合奏 の具体的な構成(パ ー トの種類 と人数
、使用楽器)の 説 明。パ ー トごとの模範 演奏

を聞かせる。 ・パー ト分 け。

〈第2時 〉

・キーボー ド上の音の配列 と五線上の音符 との対応
、及び リズム譜 の読み方の理解 、確認 。

・パー ト譜(ハ 長調に移調 し
、4っ のパー トごとにア レンジした もの)を 配布 。・階名をふる。

・個人練習にはいる。*4っ のパ ー ト:メ ロディ、和音、バス、 リズム

〈第3時 〉

・CDで 曲を確認。・キーボー ドでは転調 している部分の確認:シ ャープの数 と位置を、生徒

の状況に応 じて適宜指導す る。打楽器では、それぞれの楽器 ごとに、 どの部 分を奏す るの

か、それはどんな リズムなのか理解 し、自分の役割 を把握する。・前記を踏まえ、個人練習

〈第4時 〉

・キーボー ドは、最初か ら部分 ごとに(フ レーズ囚0)少 しずっ合わせ る
。進度 を確認

する。・打楽器 は、 ピアノでひ くメロデ ィに合わせて リズムを刻む。曲にあっているか。

〈第5時 〉

・キーボー ドは、前半個人練習を行 う。後半 は、 フレーズ ごとに合奏 してい く。転調部分

に注意。 ・打楽器 は、前時の復習後、4拍 子 に合 うリズムを創作 してみる。また、キーボー

ドの合奏に参加。

〈第6時 〉

・全体合奏、仕上げ。全体合奏 の完成に際 しての注意事項 を指示 、確 認 した後、 リハーサ

ル。本番の演奏を録音 して鑑賞す る。

*使 用楽器*

・キーボー ド:卓 上電子鍵盤楽器 電子 オルガ ン(ペ ダルをバスパ ー トで使用)

(計約25名)

・打 楽 器:ス ネア ドラム、カバサ、 タンバ リン、ギロ、カスタネッ ト、 トライア ングル

(各2～3名 ずっ、計約15名)
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4.学 習の指導の展開

〈第1時 〉導入 ◆一評価の観点

指 導 内 容

・楽器合奏をクラス全員で作 ってい

く事を説明

学 習 活 動

・楽器合奏とはどのようなものかおおよ

そを知る

・教材曲 「愛は勝つ」を聞 く

留 意 点

・生徒の注意をできるだけひ

きっける

(キーボー ド を提示)
r

◆ 楽器合奏を行 う事に対 しての興味 ・関心はどうか。どんな反応を示すか。(表 情や言動でどう

現れるか。)

パー トの紹介

・楽器の紹介

・パー トごとの模範演奏を ピアノで

聞かせる(打 楽器は奏し方を示す)
・パー ト決め

・一っの曲がどんなパート(メ ロディ、和

音、バス、リズム)で 作 っていくか理解

する
・どんな楽器を使うか知る

・黒板の希望のパー トの所へ名前を記入

する

」

・専門用語での説明は避ける

・パ ー トを組 み 合 わ せ て 聞 か

せ る

・パ ー ト分 けに 無 理 は な いか

チ ェ ックす る

1◆ 自分がどの楽器でどのパー ・を瀬 するのか・また働 ・できそうか興味を持・て考え・決める
1こ とが で きる か 。
1 」

〈第2時 〉 *キ ーボ ー ド担 当者 向 け:key、 打 楽器 担 当者 向 け:打

・音符と鍵盤楽器との楽典的指導

齢謹畑り

に的極積◆

「

I

I

I

-

i

る臥囎咽

明上譜楽◆

「

l

l

I

l

l

　時　第く

・板書の鍵盤図を見ながら、五線上の音

符と、楽器の音の配列 との対応を理解す

る。また、 リズム譜の一般的な読 み方を

理解。
・key一楽譜に階名をふる

打一リズム譜にタン、タタ等のカナをふる

・予め、ハ長調に移調 したア

レンジ楽譜を用意

・階名シールを貼る

1譜を読 もうとしたか
・楽典的な内容をどう受けとめたカ》・i

J

・自分の熱 手にして音をだす1]
i

ズム)を 音にして表現す ることへの姿勢 はどうかl
iJ「=工

・key個 人練習と合奏 ・個人練習と、フレーズごとの合奏 とを

混ぜながら行う

・各生徒の進度を確認 しなが

ら進める
r------------------------------------------------------------------------------------i

}◆ どこまで自分が確実に弾けるようになったかを確認していくことが、次へ進む意欲に結びつ;i_iIい ているか,
i-一 一 一一i

I__________________________________________________________________________________________J

鼻讐鷺 驚 …彊 搬 ～嵐各リ薫璽iと轡
r-------------------------------------------------------------------------------i

l◆ 曲の4拍 子 にきちんと合 っているか、切れの良 いリズムを刻むことへの真剣さ、そして、;　 　1出 来た時の手ごたえは持てるかI
Il

I_________________________________________________________________________________________」
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5.指 導及び評価への考察

電子鍵盤楽器(キ ーボー ド)と い う、生徒に とってはそれだけで触れてみた くなるような楽

器を使用 した ことで、導入は比較的スムーズに持 ってい くことが出来た。楽器への興味をいか

に読譜(階 名や音価)や 鍵盤の配列 を学ぶ ことに結 び付 けるか、また、楽譜通 りに弾 けた とい

う達成感や満足感を味わ うまでず っと意欲を持続 させ る事がどうした ら出来 るか、の二点が、

指導の過程で工夫が要 され るポイ ントであ った。打楽器 を奏 した生徒 も含めて、ちょっと難 し

い リズム型があると、そ こで投 げて しま う場面 も若干見 られた。そんな場合、指導者 は正 しい

奏法を繰 り返 し聞かせ、また励ま しなが ら、徐々に覚えさせていった。生徒にとっては、特に

リズム型については、あ くまで感覚的な把握で終わ って しまい、理論的に理解でたかどうか疑

問が残 ることは否めない。特 に音楽の基礎的な知識の乏 しい生徒 にとって は、高校生 とい う段

階で、基本的な読譜か ら始めるのは、なかなか難 しい ことを感 じた。ただ、音楽を楽 しみたい、

とい う気持 ちを自分の力で実現するためには、音符や リズム譜等 の知識 も必要だ とい う認識 は

持てたよ うである。

意欲面の評価 にっいて は、例えば、電子 オルガンの足をバスパー トとして手 で押 して模範演

奏すると、そのお もしろ さか ら

楽器へ飛 びっいていった生 徒や・ 「愛は勝つ」パー ト譜抜粋KAN;曲 原調Ddu,

曲の最 後 まで キーボー ドが弾 け
n

<メoラ 袖`十>1

るまで頑張 り、「聞いて、聞いて」

と指導者 を呼 んだ り、 自分 自身

に拍手す る場面 がみ られ 、楽器

を媒体 として、 自発的に学習活

動 を行 った り、指導者 とも一対

一 の コ ミュニケー ションを もっ

ことがで きた。

最後に、以前 に比べ随分身近

にな ったキーボー ドとい う楽器

を経験 した ことを一っ の手がか

りに、生涯 に渡 って音楽 を愛好

していって欲 しいものである。

一 垂妻一
く恥者B転 卜〉 〔巫一
くバzい しD〔i9一一 一
くりπ亀ム1匹 卜>1の

～

　一g一



[指 導 事例2]「 ラテ ン音楽の リズム ・パター ンを用 いた打楽器 アンサ ンブル」 音 楽1

1.題 材設定の理由

生徒は授業における合唱や合奏のア ンサ ンブル活動 の中で、あらゆるジャンルの音楽に対

す る興味 や関心を示 し、また、演奏への欲求 を示す ことが多 い。音楽を演奏す る上で多 くの場

合楽譜が必要 になるが、楽譜が読 めない生徒 はその思いが満 たされず、授業への参加意欲を発

揮で きない場合 もある。ここでは読譜力を高めることによりその欲求を満た し、少 しで も 「音

楽への思 い」を持続 してほ しいとの願 いか ら、まず楽譜か ら音程を取 り除いた 『リズム』に焦

点をあて指導を工夫することとした。

本事例では、生徒の日常聞 く音楽に少 しでも馴染みのあるものとして、ポピュラー音楽 にも

よく取 り入れ られるラテン音楽の リズムを題材 と して取 り上げた。これ らの音楽は、軽快 なテ

ンポで様々な楽器の組合せによることのお もしろさがあり、また リズムは他人 と合わせ る関係

か ら必然的に身に付 くものであ り、グループで活動するのに適 しているといえる。

また、 ラテ ン音楽の多 くは、多 くの国の文化や音楽要素が混 ざり合 ってで きた ものであり、

世界の音楽の中で主流の一つに もなっているポ ピュラー音楽 も、それ らが融合 し合 ってできた

ものが多い。異文化の多様な価値観の存在 に気付 き、生涯にわた り柔軟に対応で きる姿勢を育

てることで音楽的視野 も拡げ られ るラテ ン音楽のスタイルは多種多様であるが、ここではその

特徴を容易 に把握で き、親 しみなが ら学習で きるよう特 にブラジルのサ ンバとボサ ・ノヴァを

中心に、カ リブ海周辺の リズム ・パ ターンについて実践 した。

2.指 導 目標

① グループによる打楽器ア ンサ ンブルを通 して リズム感 と協調性 を養 い、音楽 を合 わせ

ることの楽 しさ ・喜びを味わわせ、音楽に対す る思いをより身近 なもの とする。

② メロデ ィに合 った リズム ・パ ターンをグループて創作す る ことにより、音楽的創造力

を養い、主体的に音楽活動す る気持 ちを持たせ る。

③ ラテン音楽の主 な リズム ・パ ター ンやそ こで使用 され る各種打楽器 の音色 を知 る こと

によりラテ ン音楽の主な特徴(多 様性 ・共通性)を 理解 し、生涯様 々な音楽 を楽 しく学習

で きる豊かな音楽観 を育成す る。

3.指 導計画(10時 間)

第1次(4時 間)

・人数を増や しなが らグループ ・アンサ ンブルに慣れさせ る
。
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①簡単 な8小 節の リズム譜 を2人 で(譜 例a)

②8ビ ー トを3人 で(譜 例b)

③ ボイス ・リズム 「野菜の気持 ち」を5人 で(譜 例c)

④上記 のボイス ・リズムを グループ毎 に発表

第2次(2時 間)

・ラテ ン音楽の代表的な リズムについて解説 し、クラス全体 で基本 の リズム ・パ ター ンを

練習 させる。

① ブラジル(サ ンバ、ボサ ・ノヴァ)

② キ ューバ(ル ンバ、マ ンボ、チ ャチ ャチ ャ、他)

第3次(2時 間)

・グループに分かれ、上記の気に入 った リズム ・パ ター ンを応用 し、与え られ た曲 に リズ

ムを創作 し、練習 させ る。

第4次(2時 間)

・創作 した リズムをグループ毎に発表 し、鑑賞 と評価 をさせ る。

(譜例a)

(譜例b)

～
皇

バ ス ・ ド ラ ム

(譜例c)

の

囚Allegretto

【ハナナ4

ηノ

2,キャベツ

3し いたけ

ザ

4ボ ンかん

F「「
5ビ ーナノツ

野菜の気持ち
(ボ イス リズム)

評、谷 哲 也1～曲

ti

岬一一二」≧==ノ

(教科書 「高校の音楽1」(音 楽之友社)よ り)
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4.学 習指導の展開

第2次(第 一時) ◆ ……… 評価の観点

指 導 内 容

・ラテン音楽の概要

学 習 活 動

・特徴にっいての説明を聞 く

指導 上 の 留意点

・ラテン音楽のそれぞれの共通

点にっいて気付かせる。
r

i◆ ラテン音楽に対 して興味を持てたか。反応は。実際に聞 いてみた くなったか。
;

・ブラジルの音楽

r

i◆ 他人の意見 ・感想を聞 き、様々な感 じ方があることがわかったか。
;

陰辮 鵬 附 菱載讐型難

」

・ 「サ ンバ 」 の リズ ム ・パ タ ー

ンの 実 践 ll講郷 澱 剛

J

A.21
∠←7

B.4

C.

フナ

f.aTTTT7

、「 「「
》

1◆蔓鰻 慰 謙 灘 た芸辮 の躍動感を感じら鵬

一
ユ

・ボサ ・ノ ヴ ァにっ いて も同 様に練 習す る
。

J

5.指 導及び評価への考察

リズムを一っのパ ター ンとして とらえ、楽譜への抵抗感 をな くす ことで様々な音楽体験への

出発点 とさせることを考えた。導入での手拍子 ・机を叩 くことより、実際の楽器を使用 した時

の方がはるかに意欲 をみせ、他人 とずれないよ うに心がける緊張感が演奏への集中力を高めた。

ただ、楽器数 に限 りがあるため、全 グループが一斉に練習で きないのが残念である。楽器を用

いないボイス ・リズムも言葉 と リズムが一体化 し、簡単に楽 しみなが らリズムに興味を持 たせ

る教材であると確認で きた。

評価 の点では、ここではグループでの活動が多いため、できるだけ生徒の中に入って仲間 と
■

のや り取 りや様子を観察 し、声 をかけるよ うに した。教師が一人一人に対 して励ますなどのは

た らきかけを行 うことにより、生徒 は心を開 き、音楽活動への喜 びを素直に表現 していた。

本事例での体験 は、生涯にわたり音楽への思 いを持続 させ、様々な音楽体験 の一つ として生

徒 の心 の中に残 ることであろ う。
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[指 導 事例3]基 本 的 コー ドネ ーム を活 か した鍵 盤和 声 の理 解 と実践

～ キー ボ ー ドを利用 した ア ンサ ンブ ル～ 音 楽1

1.題 材設定の理由

基本的和声や調性感の理解は音楽 を聴 き、演奏する上で大切な ことである。これ らの学習 は、

理論 を中心に机上のみで扱われたり、実用的な コー ドネームの活用 を目指 してギター指導の中

で行 われたりしている。また、最近 の生徒は、読譜力の低下が指摘 されている反面、 ジャンル

を越 えて自分達が好んでいる音楽を演奏 してみたいとい う 「思 い」(意 欲 、関心)が 日頃の様子

か ら感 じ取れる。 この 「思い」を読譜力の育成によって成 し遂 げさせ るために、キーボー ドに

着 目 した。最近のキーボー ドの性能 は扱 い易 く簡単な理論の学習 と演習で、誰 もが早 く演奏体

験 を味わ うことがで きる。特にメロディーに使 う音色、伴奏に使 うリズムスタイル、コー ドネー

ムの種類 は豊富になって きている。本事例では、ごく基本的な和声(長 ・短三和音)の 仕組 み

や響 きを理解 させ、学習の中で扱 う。この学習を通 して調性 のある音楽の メロデ ィーは、コー

ドの上 に成 り立っ ことを体験 させ 、基礎力 としての音楽への 「思 い」の実現 を図った。 このよ

うなキーボー ドの活用 は、音色 ・リズムの多様な選択 の楽 しさ、簡単な奏法 による演奏体験 を

可能 にした。また、グループ学習 の工夫 ・発展による一っの曲の様 々なスタイルの演奏を通 し

て、個性を生か し、主体的な音楽学習を行えるよう学習指導の工夫 を図 った。

2.指 導 目標

新学習力観における 「意欲」の育成 を指導目標の念頭において以下の3点 を設定す る。

①音楽の要素 としての和音の響 きに注 目させ、メロデ ィーと基本 コー ドネーム(メ ジャー ・

マイナー)の 関係、その構成 にっ いて学 び、 コー ドの変化による聴 き比べ等和音 の面 白 さ、

大切 さを気付かせる。

②五線譜への記譜法 と鍵盤図への転記を1セ ッ トとし理解 させ、今後の演奏 に結 び付 け る。

③キーボー ドを使用 し、遊びなが ら扱いに慣 れる中で、学習 した コー ドネームの実際 の曲

の中で活用 し、アンサ ンブルをす る喜び、達成感を味わせ、主体的 に音楽 を作 り出そ うと

す る意欲を育てる。以上を 『思いを向 ける対象 として蓄える』。

3.指 導計画(10時 間)

第2次(2時 間)★ 導入段階では、事前 に英語音名 と音価にっいての学習は終 わ ってい る。
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・和音の仕組みや違 いを聴 き比べ、身近 な音楽と和音の関係 にっいて気付かせる。

・コー ドネームの基礎知識 を知 り、その種類を紹介す るとともに、メジャー、マイナー

コー ドの五線譜への書 き方 、鍵盤図への転記 の方法を理解 させ る。(プリント・OHP学 習)

第2次(3時 間)

・メ ジ ャー ・マイナ ー コー ドの三 和音 の五線譜 及 び鍵盤 図 への記譜 の練 習 を重 ね る。

・キー ボー ドの扱 い方 に慣 れ させ る。(音 色 の作 り方 、リズムパ ター ンの工 夫 ・テ ンポの

設定 等)… …2人 に1台 。

・コー ドネ ームをキ ーボ ー ドを使用 して練 習。

・コー ドネーム とメロデ ィの関 係 を理 解 させ る。

第3次(3時 間)

・学習 したコー ドが自由に扱えるかテス トを行い、1人 ずっチェック。

・グループ分け(ふ たりずっ)と パ ー ト分担。◎作詞 ・作曲/井 上陽水 編曲/河 西保郎

・各 グループごとの練習(音 色 ・リズムの工夫)『 夢の中へ』

第4次(2時 間)

・発表のための演奏分担 とタイ トルを付けさせ る。(例)ボ サノバ風 「夢の中へ」等。

・各 グループごとの発表相互評価及 び自己評価 させ る。まとめ。

4.学 習指導の展開

第2次 ◆ 評価の観点

指 導 内 容

・五線譜 と鍵盤図への転記

の練習問題(資 料1参 照)

学 習 活 動

・プ リント学習 で数多 くの調性

を扱い転記にっ いて慣 れ る。臨

時記号の扱いに注意 しながらノー

トの鍵盤図で弾 く練習をする。

指 導上 の留意 点

・次回 のテス ト及 びキ ーボ ー

ドとの出会 いを予告 させ 目的

意識を持 たせる。
*#レ のどち らをっ け るか判

断 で きているか をチ ェ ックす

る。

●掃 　 擁
1◆ 五線譜と鍵盤の関係を理解できた喜びを感 じ・次の活動への蜘 ナができたか1

音色の作 り方、 リズムの種類

自由に遊 びなが ら扱 い方 に慣

る。

r

i◆ 生 き生 きと音 に親 しみ楽 しもうと しているか

整
徒 が弾 ける曲 を様 々 な音 で

ヤレンジさせる。

1 1

l

I

-

l

I

」
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・プ リン ト学習で あっか っ

た コ ー ド ネ ー ム を 練 習

(仮 の1台2人 の グ ル ー

プ決定)

・メ ロデ ィー と合 わ せ た

練 習 。

・自分にあった弾 き方(両 手 ・

片手)で 三和音 を押 さえ工 夫

しなが ら記号→五線 譜 →鍵 盤

図→演奏の連係になれる。
・ 「エーデル ワイ ス」 の メ ロ

デ ィの音色 を工 夫 して2人 で

臨

・フ ィ ンガー コ ー ドシス テ ム

で リズ ムが っ い た伴 奏 が で き

る ことを利用 す る。

・各 グループ ご とに指導 す る。

*連 係 作業 が ス ム ー ズ に い く

か をチ ェ ックす る。

r

}◆慰 叡 馨 鴇 羅 晦 羅 で鴇 問題に対してどのように解決し㌔

第3次

指 導 内 容 学 習 活 動 指導 上 の留 意 点

・発表曲の配布 と2人 グ ・ 「夢 の中へ」 で使 わ れ るコー ・各 グループ ごとに周 り、 グ

ループ の決 定 。 ドに注 目、五線譜上 の和 音 と ループの能力 に応 じた演奏 を

鍵 盤図 を作成す る。2人 で メ ア ドバ イス(特 に テ ンポ)

ロデ ィー ・伴奏交 互 の練 習 を

・学 習 した コ ー ドにっ い す る。 ・能 力 に応 じた コー ドの押 さ

て の チ ェ ッ クテ ス ト(練 ・一 人 ずっ ピア ノの前 に 呼 び 、 え方を指導する中で、生徒個

習 と並行 して) コー ドネ ー ム→ 鍵 盤 図 へ の転 人の中での意欲 ・関心 の変化

記 の プ リン ト作 成 し、 ピ ア ノ を観察す る。

で弾 く。

[◆ ・・デ,と 合わせ自分なりの奏法磁 への 「思い賑 現できたか …
J

・各 グループごとの練習 ・ *ア ンサ ンブルをす る中で お

発表会にむけての予告 ・音 色 音 色 ・リズ ム パ タ ー ン 互いの音を意識 して聴 いて い

(ロ ック風 、ボサ ノバ 風 等)な るか グループ ごとの完成度 を

どの工夫を二人で相談 しなが 判断 し必要に応 じた指導をす

ら、 キー ボ ー ドの性 能 を 自 由 る 。

にいか して演奏す る。

「◆ 音色 ・リズム等の選択で個性を活かしたユニークな曲想が表現できたか
、演奏で生 じた問

i題 に対 してどのように解決 しようとするか 」
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蹴 ジヤーコー ド

葎
② ④ ⑦

●印 をっ ① ③ ⑤ ⑥ ⑧

け ると ● ・ ・E・ ・cAB

CMCE

メ ジ ャー のMは 省 略 ドと ミの 間 は① ～ ⑤ の5っ 、

す る こ とが 多 い。EG

ミと ソの 間 は⑤ ～ ⑧ の4っ 。

◎ メ ジ ャ ー コ ー ドはY5・4の ジ ャー 躍と 覚 え る 。

② マ イ ナ ー コ ー ド ②aO・ ⑦⑭舜
CmCEレ

マイナーのmは ドと ミの間 は①～④の4っ 。

省略せずに書 く。E`G
ミトとソの間は④～⑧の5っ 。

◎ マイナーコー ドは"4・5の マイナーwと 覚え る。

〈約束〉五線譜で三和音を書 く時 は、コー ドネームの英

語音名の主和音が決まった ら、残 りの第3音 、第5音 は、

轡〆

熱

ぜ

曳

、

叢～

嘱

①主和音が五線上に乗っていたら残 りも五線上に重ねて乗せる

②主和音が五線上の間にあれば残りは五線上の間に入れて乗せる。

書1

癬4㌧
b
"}ミ画

蟻

臨時記号(シ ャープ・フラット)は、五線に三和音を書いた後判断する。

特 に第3音 の五線の音符より右上、右横の黒鍵盤の時#。

第3音 の五線の音符より左上、左横の黒鍵盤の時 レ。

5.指 導及 び評価への考察

本事例 はコー ドネームを読譜の一っ と考え、まず、その理解を鍵盤図を作成す る中で、学習

す ることに指導の重点 を置 き工夫 を図 ったが、生徒はパズル感覚 で作成の意欲を示 し、楽譜 と

の距離を少 しではあるが、縮めることができたよ うだ。今回は、 メジャー、マイナーコー ドの

2つ に絞 って、その他複雑 なコー ドは、全部 メジャー、マイナーに省略するよう指導 したが、

今後は少 しずっ法則が簡単 なコー ドへの発展 も考えている。実際の演奏にな ると、生徒は個人

差があ り、鍵盤図作成までスムーズに行えたのに、コー ドを リズムにのって小節の頭 に弾 くこ

とができず、苦労する場面 もあ った。 しか し、キーボー ドの多彩な機能に助け られ、 リズムの

選択では、予期せぬ楽曲とのマ ッチ したグループがあ り、教室全体 に歓声が拡がることもあり、

生徒の 「音楽への思い」を最後まで持続す ることがで きた。評価 においては、意欲が前面 に出

せ る生徒 とそうでない生徒をどう判断するかが難 しい。それを個別のチェックテス トの実施で

音楽的に診断す るだけでな く、『生徒理解』に も努 め、より深 く生徒を知 るため に毎 時の変化

に気を配 るよう心がけた。最後 に、本事例実施後の学級 日誌 た日頃何か と無気力な生徒が、音

楽の時間はキーボー ドにのめり込んだと書いてあったことは喜ば しい事実であった。
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〔指導 事例4〕 生 き生 き と した リズムめ パ フ ォー マー にな ろ う!音 楽II

～8ビ ー トの リズムによる感動体験を目指 して～

1.題 材設定の理 由

リズム感 は音楽 の基礎力の一つであり、その育成には今 まで も色々なアプ ローチがされてい

る。 しか し、それ らはかなりソルフェー ジュ的であ り、純粋に リズムの能力 を高 めることが主

目的 として取 り上 げ られていて、教師の体験 してきた訓練を生徒に追体験 させるという方向性

が強 く,意 欲の育成が第一課題の場合、効果 をあげることは困難である。 リズムの応用実践は

クラシック系音楽や、民族系音楽 に重点が置かれる傾向がある。 ここで取 り上げた リズムの指

導 は 「リズムその ものに対する素朴な感動」を根底に置 き、「アンサ ンブルの素朴な喜 び」「成

就感」を通 して生 き生 きとした リズム演奏そのものを 『意欲向ける対象 として蓄え』 ると同時

に演奏 に直結す る読譜力を も 『対象 として蓄え』、『音楽への意欲』を深めることをね らいと し

ている。そのために、従来 のよ うな達成度重視の読譜 ・リズム指導ではな く意欲の育成を重視

した指導 とした。具体的なポイ ントとして は

① 音高 を抜 いた リズム譜 によって楽譜を単純化 し、 さらに8ビ ー トに限定 しさ らな る単

純化によって誰 もが達成で きるものに した。8ビ ー ト系 のポ ピュラー音楽 は生徒 の関心

が高 く、この時点での応用力は低 くとも 『基礎力』 の充実 によ り後 の発展 が期待 で き

る。

② ア ンサ ンブルを重視 し、合わせることの喜 びを味わえるようにした。

③ 演奏す るとい うことを重視 し、単なる訓練 で終わるので はな く、生 き生 きと した演奏

となるよ うに配慮 した。そのために打楽器 を効果的 に使用 した。

④ 身の回 りの音(ま た音楽)に 着目させ、音楽の基礎 に リズムがあ るとい うことに興味

をもたせ、 リズムを意識することで音楽が生 き生 きと意識 で きる事 に気付 かせ るよ うに

した。

2.指 導 目標

① 生 き生 きとした リズム演奏を 『意欲を向ける対象 として蓄える。』

(1)リ ズムそのものに対す る素朴な感動を味わわせる。

(2)ア ンサ ンブルの喜 びを味わわせる。

㈲ テ ンポに乗 った生 き生 きとした リズム感を身にっ けさせる。

(4)演 奏で きたという達成感 と、音楽を主体的にする ことの喜びを味わわせる。
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② 演奏 に結びっいた リズム読譜力を 『意欲を向ける対象 として蓄える。』

(1)リ ズムの練習を通 して 「見 る一演奏す る一聞 く一書 く」 とい う4っ の要素 が総合的 に結

合 された読譜力を育成する。

(2)身 の回 りの リズムを聞 き取 り、 リズムの大切 さと面白さを気付かせる。

㈲ 集中 して音楽を聞 く力 を身にっけさせる。

3.指 導計画(13時 間)

第1次(2時 間)

リズ ムを強調 した音 楽 の鑑 賞(リ ズム の感動 体験;exバ リ島 のケ チ ャ、カ シオ ペ ア ・パ ー

フェ ク トライ ブか ら ドラムソ ロ。)8ビ ー トの解 説。 リズ ムカー ド(譜 例1)作 成 達 成 度

表 の作 成。2拍 単位 の単純 な繰 り返 しの リズム練 習 。練習 の達成 度 チ ェ ック。 カ ー ドのパ

ター ンの リズムの ヒア リング。

第2次(4時 間)

2人 組 で の穴埋 め式 ア ンサ ンブル。拍 子木 の導 入。4拍 単 位 の単 純 な繰 り返 しの練習 。意

識 の中で の リズ ムのパ ター ン化 。 ドラムマ シー ンによ る ヒア リング。基礎 リズム のま とめ

と してClappingMusicを 練習 。ClappingMusicの 鑑賞 。

第3次(2時 間)

身 の回 りの特徴 的な リズムの研 究。CM等 か ら8ビ ー トのパ ター ンを探 り出 し、 どの リズ

ムパ ター ンで あ るか を グループ毎 に研究 、発表 。 その リズムを練習 、演奏 。

第4次(3時 間)

ハ イハ ッ ト、バ ス ドラム、 ス ネア ドラ ムの音 に よ る ヒア リング。 ドラムセ ッ トの説明 。3

人組 で8ビ ー トの リズ ムパ ター ンの練習 。 リズ ムバ リエ ー シ ョンを グルー プで工 夫 。 ア ン

サ ンブルす る曲の説 明 曲 に合 わせ て練習 。 フィルイ ンの説 明 。 グル ープ毎 に フ ィルイ ンを

考 え、 曲に合 わせて練習 。

第5次(2時 間)

ア ンサ ンブル発表。自己評価及び相互評価。

★主 な使用機 材

・シ ンセサイ ザー、音源 、 ドラムマ シー ン、 コ ンピュー タ、 イ ンター フ ェース、 ソ フ トウ ェア

ァ ンプ付 きス ピーカー、 ミキ サー、パ ワーア ンプ、 ス ピーカー

★第4、5次 の ア ンサ ンブル曲

・楠瀬 誠志郎 「ほっ とけ ないよ」 ・PRINCESS2「KISS」 ・KAN「INTHENEMEOFLOVE」
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4.学 習指導の展開

第2次(4時 間)

指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点
・ リ ズ ムガー ドのパ ター ・ リズ ム カ ー ドの 楽 譜 の 読 み方 に ・全員での練習 にっいて行 けない者を見ておき

、 状
ンの復習 っいて復習し全員で叩 く。 況 に応 じて個別練習 の時間を取 り、指導にあたる。

・2人 組での穴埋め式 ・あ る パ タ ー ンの 休 み の 部 分 を 補 ・ア ンサ ンブル の結果 と して8ビ ー トの基 礎 的

ア ンサ ンブ ル うよ う な パ タ ー ンを取 り 出 し、 リズム であ る8分 音 符 の 連 続(パ タ ー ン1)な

教員対生徒で練習する。 る事に気付かせ、合わせた音に集中させる。

{◆パズルのようにぴ ったりとはまる リズムの組み合わせの存在に興味を示せたか。 [
ex.穴 埋 め式 の組 合 せ の 。2人で練習 を行 う

。穴埋め式の他の組 ・互 いの音 を良 く聞 か せ 、 テ ンポ を 合 わ せ る と

例 ・一一2&15 合せを2人 で考え、練習する。 い う ア ンサ ンブル の基礎 を身 にっ け させ る。

2)

15)

緯
輝

・ア ンサ ン ブル が き ち ん と合 う よ

うに し、 出来 た グ ル ー プ か ら教

師 の 前 で演 奏 し、 チ ェ ッ ク を 受

け る。

・カー ドの組 み合わせが2と15 、3と14、4と13と い う

ように遡 頃に対 応 して いることに気付かせ る。

※ お互 いの音 を 聞 き合 い な が ら叩 け て い る か 。

教 師 の打 っ カ ウ ン トに合 わ せ られ るか(同 じ

テ ンポに乗 って い るか)

◆ ア ンサ ンブ ル を 楽 しん で い るか 。 テ ンポ を合 わ せ よ う と集 中 して い るか 。2人 の タ イ ミ ン グを ぴ っ

たり合わせることに喜 びを感 じているか。

・即興 ア ンサ ンブル ・教師の提示す るパ ター ンを2小 節 聞 ・元 の リズ ムが どのパ ター ンで あ るか 集 中 して

・拍子木の導入 き、 それ に合 うパ ター ンを考え て教 聞かせ、組み合わせを探させる。

.灘 鵜 翫 叩く練習をす、。纏 自響麟 舗 乏露 藤 登 麟
◆手拍子との音色の違いに興味を示 したか。叩 く点で響 きが変わ ることに興味を示 したか。良 い音色
に な る よ うな ポ イ ン トを 探 して い る か 。

・4拍 単位の単純な繰 。リズムカー ドを組合せ、今 まで の2拍 ・新 しいパ ター ンと言 うよ り は 今 まで の応 用 と

り返し練習 のパター ンを合成 して4拍 のパ ター いう意識を持たせる。同時に読譜を1つ1つ
ンが出来 る事を学ぶ。2人で協力 しな の音 符 で行 うの で は な く、 カ ー ド毎 の リ ズ ム

が ら同 じリズムを練習す る。 の ま と ま りと して と らえ る よ う指 導 す る。

◆ リズムの組み合わせで思いがけない色々なパターンが出来 るということに興味を示 したか。色々 と
カ ー ドを組 み 合 わ せ て 新 しい リズ ム を 創 造 しよ う と して い る か 。

・ ド ラ ム マ シ ー ン に よ ・教 師 の叩 く各種 打楽器の音を聞 き、 ・ リズ ムマ シー ンを使 用 して 、 色 々 な音 色 で 生

る リズ ムパ タ ー ンの それ が ど のパ ター ンで あか を判 断 徒の耳を引き付ける。
ヒア リング す る 。 ※見る一演奏する一聞 く一書 くの4角 形が成立したか。

・ClappingMusicの 練 ・SteveRcich作 曲 のClappingMusic ・パ タ ー ン3か ら9に か け て の 拍 の 頭 が 休 符 に

習 の基本 リズム(2&3&9)を 練習する。 な る所 を特 に意識 させ 、 リズ ム読 み で 「ン」
・2人 組 に な り、 パ ー ト1の 人 は そ の ま を は っ き り読 ませ る よ うにす る。

ま、パ ー ト2の人 は最後 に四分音 符1 ・パ ー ト1の人 が8回 目、パ ー ト2の人 が7回 目 の

拍分をつ け加え2人 で もう一度 そ ろ 時に合うことを示唆する。
うまで繰 り返す。 ・合わないグループには何故合わないのかを考

・出来 たものか らチェックを受ける
。成 えさせ、問題点を見つけさせ、お互いに改善

功 し た ら ス ピ ー ド ア ッ プ す る 。 させ る。

(ス ピー ド段 階J=100,1201144.160.184) ・全員 」=144で 合格で きることを努力 目標 とす る。

【◆ 最後に も う一度 リズムが2人 そろ った時の喜 びを感 じれ たか。 ス ピー ドア ップ してみ ようとい う意 欲を持てたか。1
・ClappingMusicの ・SteveTeich作 曲 の 原 曲 を 聞 き 、半 ・自分達が演奏したものとの違 い(後 ではなく

鑑賞 拍 ずっ前 にずれ る とい うよ り ス リ 前 にず れ る、1拍 では な く半拍 ずれ る、同 じ組
。身 の 回 りの リズ ム探 リングな リズム体 験を す る。 み合わせを繰り返す)を 意識させる。
し予告 ・CMや 身の回りの音の中から今までやった ・一 例 を示 し

、普 段か ら周 りの 音 を 良 く聞 くよ

リズムがっかわれている物を探 してくる。 うに指 導 す る。

第4次(2時 間)

指 導 内 容
・ハ イ ハ ッ ト、 バ ス ド

ラ ム 、 ス ネ ア ド ラ ム

の 音 に よ る ヒ ア リ ン

グ

・ドラムセ ッ トの説 明

学 習 活 動
・ハイハット、パスドラム、スネアドラムの 音

色でそれぞれ2っ の リズムパ ター ン

を聞 き、当て は まる リズム(の 組 み

合 わ せ)を リズムカードで探す
・ヒアリングの答え合わせをしながら各楽器のこ

とを学び、それぞれの役割にっいて学ぶ。
・3っ を 合 わ せ た8ビ ー トの 基 本

的 な パ タ ー ンを聞 く。

指 導 上 の 留 意 点
・各楽 器 の 説 明 の導 入 と して使 う の で 、 そ れ ぞ

れ の楽 器 の 特徴 を表 す リズ ムを 使 う。

exノ ・イハ ット パターン1、2(最後の音をオープンで)
バスドラム パターン8&14、8&3

スネアドラム パターン14、11&9
・実物を叩いて見せ、それぞれの音を確認させ、音色の違い

と役割の違いを認識させる。
・ハイハットのオープンとクローズの音の違いに注目させる。

ドラムセッ トの各楽器の音色に興味を示 したか。3っ の楽器が合ったときに生 じる8ビ ー トの特有の ノリを感じているか
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・シ ン セ サ イ ザ ー の ド ・バ ス ドラム、ハイハ ッ ト十 シンバ ル、 ス ・テ ンポを 合 わせ るこ と、 お 互 い の 音 を良 く聞

ラ ム の音 色 に よ る ド ネア ドラム+タ ム タムそれぞれのパー トを くことに 留意 させ る。

ラムパ ター ンの練 習 3人 で分担し、1っ の ドラム'ぐター ンを3人 ・い くっか の基 本 的 な8ビ ー トの パ タ ー ンを 提

・バ リ エ ー シ ョ ン の 練 組でアンサ ンブノ吋 る。 示 し、色 々 なパ ター ンに挑 戦 す るよ う励 ます 。

習 ・出来 た グル ー プは ・オー プ ンハ イハ ッ ト、 シ ンバ ル の 混 ぜ方 の ヒ

① パ ター ンを 変 えて練 習 す る。 ン トを与 え 、よ り面 白 く な る よ う に お 互 い に

② ハイハットのオープ ンやクラッシュシンバ 意 見 を出 しなが らパ ター ンを工 夫 させ る。

ルを使 って、より面 白馬Vぐターンを工夫す る。

【◆8ビ ー トの ノリを楽 しんでいるか。3人 で協力 しなが らより面白いパ ターンを作ろうとしているか。[
・ア ンサ ン ブ ル す る 曲 ・曲(ド ラムの入 っていない)を 聞い て、 ど ・パ ター ンは基 本 的 に グル ー プ で 考 え さ せ るが

の説明、選択 の曲にするか、どのよ うな リズムが合う 決めかねているグループには基本的なパター
か、各グループで相談 して練習する。 ンか ら選 ぶ 形 を と るよ うア ドバ イ スす る。

1◆曲と合わせることに喜びを感 じているか。同 じパターンだけでは曲としてまとまらないと感じたか。1
・フ ィル イ ンの説 明 ・演奏 してみた意見を出し合う。 ・同 じパ タ ー ンの連 続 で は 曲 と して ま と ま らな

・シーケーンサーのフィルイ ンのパターンを聞 い こ とに気 付 かせ る。

いてフィルインとは何であるかをっかむ。 ・フ ィルイ ンが 入 る と曲 に変 化 が 出 て 、 ノ リが

また実際の曲からフィルインを聞く。 良 くなる事 を 感 じさせ る。
・フ ィ ル を入 れ た曲 の ・フ ィ ル イ ン の パ タ ー ン の プ リ ン ・フィルインは他の楽器との音と密接な関係が

練習 トを 見 て 、 色 々 な フ ィル イ ンを あ る こ とに気 付 かせ 、選 択 させ る。

フ レー ズの終 わ りに 入 れ て み る 。 ・シ ンバ ル を入 れ る タ イ ミン グ に っ い て 考 え さ

・どの リズムパ ターンを使 い、どの フ ィル せ、やたらと入れるのではなく効果的に使う

を入れるか考え、プリントに書 く。曲 に合 よ うア ドバ イ スす る。

わせて練習する。

◆ アンサ ンブルを楽 しんでいるか。お互 いに意見を出 しなが らフィルインを工夫 してよ り良い仕上げにしようと しているか

譜 例1;リ ズムカー ド 譜例2;8ビ ー トのパ ター ン例

.一 藤 麗 婁 螺1ン ーf…CloseQ…Open

.,譜 例3、 身 の 回 り の リズ ム の 例(CMの 中から生徒,考 えたも,)
竃・}1』 ・1・.;1・ サ ッ ポ ロ イ チ バ ン ミ ソ ラ ー メ ン

i華一,='F,・ ・ 罫,
1・iN

5.指 導及び評価への考察

評価の手段を①授業中のダイレク トな反応②毎週提出させる「その日やったこと、自分が成長 し

たと思 うこと、感想仮 省等」を書 くノートのチェック③授業のビデオ分析の3つ で主 に行 った。限定

単純化 したことで多 くの生徒が,..L・に取 り組み、達成できた成就感を味わった。同時 に単 なる練習

で終わ らせず、教師の前や生徒の前での発表は演奏するということへの意欲を多 く持たせることが

出来た。ホームルームに戻 ってからもリズムの練習を楽 しそ うにしていた生徒の存在や、Clapping

Musicで 最後に合 った時に手を取 り合 って飛び跳ねなが ら喜ぶ生徒の姿 は研究のねらいの安当性を

示す ものであった。また、身の回 りのリズムに注目する過程で音楽の中の リズムが重要な位置 を

占めているということに興味を持ち、集中 して音楽を聞 くことが初めて出来た生徒 もいた。 ソル

フェージュ的な リズム訓棘 では達成できない手 ごたえである。時には難 しいと言 って投げだそ う

とす生徒 もいたが、周囲の生徒の熱気でやろうという姿勢 を見せ始 めた。 アンサ ンブルが単な る

音楽面だけでなく、燗 関係をも作 り得るものであることを強 く感 じた。 こうして培 った リズム

演奏への意欲 はこれか らの色々な場面での演奏に結びっ くであろうと大いなる期待を寄せている。

今回のリズム自体は音楽の基礎 と呼ばれるものの一部で しかないが、 ここで身につけた 『基礎力』

は生涯、音楽を楽 しむための大切な能力 として育まれるであろう。
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〔指 導 事例5〕 音 楽 に よる感動 を伝 え 共 感す る仲 間 を増 や そ う 音 楽II

～ 『2年EFG組 音楽選択者が選ぶBEST47』 の作成～

1,題 材の設定理由

マス ・メディアの発展やカ ラオケプーム等によって高校生 の音楽に対する情報収集能力 には

目をみはるものがあ る。常に自分が選んだ自分の気に入 っている音楽 をそれぞれが有 し、それ

ぞれが自由に楽 しんでいる。 しか しその楽 しみ方 はあ くまで も個人的 レベルであ り、感動や発

見を具体的 に他人に伝えたり、共感 した り、また音楽 を通 して議論 したりす る機会は乏 しいよ

うに感 じる。情報収集能力が高 いということは 「音楽への思 い」は少 なか らず持 っていはいる。

しか しさらに多角的に、また友達や年代層 の異なる教師や親等 と人間的なコ ミュニケーション

を伴 って音楽 のやりとりができると、 さらに視野が広が り音楽への思 いを一層深 く聴 き入 った

り、分析的に評価 したりする能力 も生涯にわたって備わ って くるものと予想できる。

そこで本事例では、一っの自分の好 きな音楽を取 り上げ、いったいどこが好 きなのか、何に

感動 したのか、そ して自分 の心や気持 ちがこの曲によ ってどのような影響を受 け、どのよ うに

変化 したのか等を、人に伝 える形で表現する経験 をさせた。その上で人の感動を理解 し、認め、

その影響 を受 けてまた新たな人が一っの音楽によって感動や喜 びを抱 き、その輪が次々 とクラ

ス中に広が ってい く素晴 らしさを体験 させようとした。最終的にはクラス全員の曲紹介を兼ね

た感動 メッセージを冊子 としてまとめ、全校生徒 に配布す る計画 を立てた。

2.指 導 目標

① 自分が最 も好 きな音楽に対す る 「思 い」を明 らかに し、それを他人 に向けて表現 し、伝える

ことにより、音楽を通 してで きる仲間 を増や し、共感 したり、議論 した りできることの素晴 ら

しさを体験させる。

一 〈① の下位目標 と して〉 一

②好 きな曲、感動 した曲にっいて、なぜ好 きになったか、どこに感動 したのか等を曲の側 と自

分の側 の両面か ら分析 し、紹介文 として表現 させ る。

③他人の紹介す る曲を通 し、その曲の価値やその人 の心情面 を理解 し、尊重する姿勢を育てる。

④一人一曲の紹介文を集 めたメ ッセー ジ集 『2年EFG組 音楽選択者が選ぶBEST47』 を作成 す

る。
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3.指 導(学 習活動)及 び評価の実施計画

前段階10時間(本 掲載事例)、 以後毎授業では20分ずつ他の学習と平行 して数時間。

第1次(2時 間)・ 今後の学習活動計画を決定する。(教 師案に生徒の意見 を取 り入れる)
・今現在 「最 も好 きな音楽」「とりこにな っている音楽」「人に是非 とも紹介

したい音楽」 といった観点か ら3曲 程挙げさせ、匿名で曲名を発表する。

第2次(2時 間)・ それ らの曲についての クラスの反応や好みの状況 を公表 し、お互いを認め

合 うことの大切 さを慎重に説明する。
・他人 に自分 の気持 ちや曲の素晴 らしさを表現す ることの意味を伝え、クラ
スの状況を見なが ら、自分の薦める1曲 を決定 させる。

第3次(4時 間)・ 資料や友達 との意見を交わ させなが ら、紹介文を作成させる。
・教師と1対1で 紹介文 を検討す る。 この時、教師 との会話 を通 して、曲に
ついての感動や思 いを明確化 させ、文章作成の手助 けをする。また生徒の

様々な内面や、音楽に対す る思いを理解す る(評 価する)た めの重要な機

会 としてこの場面 を重視す る。

第4次(2時 間)・ 実際 に音楽を グループ等で聴 きなが ら意見を交わす場を設 け、文章を完成

させ る。 ・メ ッセー ジ集の作成

4.学 習指導の展開

学 習
ヒ
日

手 導 の 展 開

[第1次]
・音 楽を通 して得 た感動 や体験 を自分の内だ けに閉 じ込 めておかず

、 人 に伝 え 、共
感 の輪が広が って い くことの意味 と重要 性を説明す る。

・今後の学習計画 を提案 し
、生徒 の意 見 も取 り入れ決定す る。

指導上の(援助のための)留意点

・生徒が主体となって活動する内容 なの

で、出来る限り生徒の意向を取 り入れる。

◆ 評価の観 点… この時 、「よ しこれは面 白い」「と うて お きの曲があ る」 といった反 応が見 られれ ば、 動 機 づ け と

して成功 である。(録音 し、授業後に分析)

・例 と して紹介文の見本 を提示す る
。「ぼ くが今一番 とりこにな って い る曲 は これ

なん だ…」 マ ライア ・キ ャリー:『Emotions』 の紹 介 と鑑賞 。

・通 常の感想文 との違 いを述 べる。

◆ 評価の観点 …これか らの活動 の方 向性がわか ったか。 また作文や感想文の ための授業 ではな く、音 楽 活動 が 中

心 にな って いることを理解 して くれたか。

・今現在 「最 も好 きな音楽」「知 らない人がいた ら是非 とも紹介 したい音楽 」とい ・そのよ うな曲がない生徒 に も配 慮

尾崎

観点 か ら、3曲 ぐらいを記入 させ回収す る。(曲名 、アーチス ト名、その音原 を持 っ す るが、「家 に帰 って ゆ っ くり と何

いるか否か も記入)回 収 後、曲名を通 し番号 をっ けなが ら匿名で発表 し、板 書す か思 い出 して ごらん」のよ うな投 げ

。生徒 に も写 させ、知 っているかいないか、聴いてみた いか 興味 ない か、を ア ン か けをす る。
一 ト的に記 入 させて い く

。 ・曲や相手 を非 難す るよ うな発 言 が

出た場合、お互いの音楽を尊重する
ことの大切 さを述 べ る。

◆灘 響籾 謙 難 旙騰 糠灘 硬鷺鍮鍬 蹴 秘 蹄 ・そんな1

第2次]
前時の ア ンケー トの集計を発表す る。生徒 はこの時、自分の好 きな 曲が 他 の ク ・知 って いるか いないかの数 と

、 興
スメイ トがどれだけ知 っていたか、興味を持 っているかを知 ることが できる。 味を持 って いる数 のみ発表す る。

周 りの生徒 との対話を許 しなが ら、 自分が この クラス全員に、 ひ い て は全校 に

め たい1曲 を、集計結 果を参考に決定 させ る。

◆評価の観点…回りの生徒との対話を許すことによって、すでに本主題の目標(指 導目標①)が 少しずつ実現さ
れ始 めてい ることを確認 させ る。 また 自分 の薦 めた曲を他 人に伝え ることに自信 や誇 りを もって い るか、 その 対

話の 中か らチ ェックする。

最後 にア ンケー トの結 果、人気 の高か った曲を鑑賞す る。 この曲を薦 めた生徒 には了承 を得る。

崎 豊:『ILOVEYOU』 の鑑 賞 。
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[第3次 ユ 。資料 の丸写 しや、 あいま い な感想
・200字 とい う大まか な字数制限 を与え、持参 して きた資料等 を参考 に しなが ら紹 文 にな らない ように注意 させ る。 例

介文 を作成 させ る。 え ば 「とて もいい曲なので…」 とか

「感動 しま したJの よ うな抽 象 的 な

表現で はな く、 どこが いいのか 、 何

が いいのか、 どの よ うに心 が動 いた

のか 、それ は曲の ど うい った と ころ

で そ うな ったのか 、等 のよ うにで き

るだけ具体的 に表現 させ るよ う にす

る。
・で き次第

、教師 と1対iで 文章 を検 討す る。その時、生徒が 文章 で 表 現 で きな 。指導 とい うよりは助言 であ ったり、
か った感動 の様子 や音楽 に対す る思 いを話 し言葉 で導 き出 し、 文章 化 す るこ とを 理解 であ るよ うな対話 にす る。 教 師

手伝 う。また生徒の好んで いる音楽 傾向や 、 日頃の音楽経験 など も聞 き、 今後 の と生徒 との音楽を通 した人間 的 な 暖

生徒理 解に役立たせ る。 か い コ ミSケ ー シ3ン とした い。

◆ 評価 の観 点…本主題の最大 の評 価場面。 まず自分の大好 きな曲 に対 す る 「思 い」 や感動を表現 す ることがで きた

か 。さ らに他 人に強 く推薦 して い る文章 とな ったか。文章で表現 しきれな くて も、教 師 との会話 の なか で 、話 し言

葉 で語 りかけて きたか。そ して、 仲間 に思 いを伝え、共感 し、話 し合 った りす る経験 の第一 ステ ップにな った か。

[第4次]
・メ ッセー ジ集の作成。 ワープロで打 ち直 した原稿iLイ ラス ト等 を加 え製 本す る

。

◆評 価の観 点…個人の レベルを越えて 、 クラスー 丸 となって取 り組 んでい るか。

他人の紹介する曲を通し、その曲の価値やその人の心情面を理解し、尊重する優しさをもっ

て接してほしいことを再度主張する。また音楽はこのようにして時代や人間を越えて受け継がれていくことを認識させ

異文化理解の一助とさせる。

5.指 導及び評価への考察

本実施事例 は、先に規定 した 「意欲」を鑑賞活動を通 して育成 してい くものであった。一っ

の音楽を聴 き深め、さらにそ こで得 た感動や曲に対する思 いを明確 に して、さらに他人にそれ

を伝 えることがで きる力は、まさに生涯にわたる音楽への 「意欲」であ り、重要で基礎的な学

力 として改めて認めることができた。

例えば、 ミュージシャンを目指 しているまだ無名の先輩が作曲 した曲を何 とかそのよさを友

達に伝え、認めて もらお うと奮闘 した生徒、あるいは文章では表現 しきれず、言葉や身振 りで

一生懸命 自分の感動を伝えよ うとす る生徒の姿 は
、本授業 によって、初めて うかがうことがで

きるものであった。また、授業中の録音テープか ら聞 き落 と していた生徒の発言を新たに認め

たり、発言や行為の意味内容 を授業の文脈 に即 して再考察す ることにより、一層生徒の 「意欲」

が見え、生徒理解 としての評価の対象として有効だった。

一方
、指導目標③の、他人の好 きな音楽を尊重 した り認め合 ったりす る姿勢や雰囲気作 りは、

今後引 き続 き育てていかねばならない課題 として残 された。「私が こんなに好 きな音楽 を他人

にけなされるのはとても辛い」 と、あるバ ンドの熱烈な ファンである生徒が言 った言葉は象徴

的であ った。音楽教育に とどまらず、さらに広 く異文化理解や、人権尊重の教育とも関連付け

なが ら取 り扱 ってい く必要があるものと思われる。
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Nま とめと今後の課題

本年度教育研究員 は、生徒一人一人が生涯にわたって音楽を愛好 してい くためには、音楽に

おける基礎力 を育成す ることが不可欠であると考え、「新 たな音楽的基礎力 としての 「意欲」

を育成するための指導 と評価の工夫」を主題に定 め、研究 を進めた。

本研究 では、今般、新たに示 された生徒指導要録の評価 の観点 における 「関 已・・意欲 ・態度」

の 「意欲」を重視 し、この 「意欲」を、新 たな音楽的基礎力 としてとらえ、更 に、「意 欲」 の

育成における評価の在 り方 を研究することと した。

音楽的基礎力は、一般的に、読譜力や視奏力等 としてとらえ られているが、本来、主体的に

音楽活動 を行 うための基礎 として生徒に身 に付 けさせるべきものである。っまり、主体的な音

楽活動を促 している生徒の心の中に こそ、音楽的基礎力が存在 していると考えるべ きであ り、

心の中に在 るものが 「意欲」 なのである。

「意欲」 は、具体的に 「音楽への思い」 と 「思いを向 けられる音楽的対象」が存在 している

ことであ り、 このような事態 を学習指導を通 して生徒に多 くもたせることによって、それ らが

音楽的基礎力 と して培われていくことになるのである。

このような考察を通 して本研究では更 に、「意欲」を育成す るための評価の在 り方を研究 した。

その際、評価を、特に生徒理解の側面か らとらえ、教師 と生徒 との信頼関係を基盤 と して、

一人一人のよさを認 め
、それを伸長させることを目指 した。

その結果、生徒が主体的に音楽活動で きる題材を構成 し、指導の過程 の中でで きるだけ、ほ

めたり、励 ましたりす る機会を多 く設定 した。

この ことによって、楽 しい雰囲気の中で学習が行われるとともに、一人一人の 「音楽への思

い」と 「思 いを向 けられる音楽的対象」が、培われて きた。

5っ の指導事例 は、キーボー ド、打楽器ア ンサ ンブル、 コー ドネーム、8ビ ー トの リズム、

自分の好む曲の鑑賞等の題材 を工夫 し、「意欲」の育成 を重視 した ものである。

今後の課題の第一 は、新 たな音楽的基礎力としての 「意欲」が、生徒の心の中で、さらに深

め られ るよ う、多 くの音楽的感動体験 を得 させ る指導 の工夫 を行 うとともに、指導計画の充実

を図ることである。

第二に、新学力観及 び新評価観 として示 された評価 の在 り方を十分考慮 して、生徒一人一人

の意欲を重視 した評価を重視 して、形成的評価の機能 を生か しなが ら、学習指導の中に計画的

に位置付け、生徒の全体象 を総合的に評価 してい くことが今後の大 きな課題である。
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